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製造業では

研究開発技術 〇消費者ニーズを踏まえた

新商品を開発するための技術

（消費者のための技術、

会社の競争力のための技術）

生産技術
〇個々の会社の利益確保のため

の技術

（会社が適正な利益を確保する

ための技術、TQC活動など）
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建設業（公共事業）では

〇公共・発注者のための技術

（公共事業を実現する技術、公共

ニーズに応える技術

会社の競争力のための技術）

生産技術 〇個々の会社の利益確保ため

の技術

（会社の適正な利益を確保する

ための技術）
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研究開発技術
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生産技術とリーンマネジメント

リーンマネジメント
の位置づけ

生産技術の根幹の要素

今後、建設業（公共事業）に本格的に

生産技術を導入していく事が重要

生産技術（会社の利益確保のための技術）

として、概念を位置付けることが重要

（世の中に堂々と言う）

i-Conで儲けている会社は、既にリーンマネジメントを導入していると考えられる。

→ 今後、土木分野の教育への取り込みが重要 3
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① 土木工事における仮設、施工方法等には、指定と任意の部分
があります。

② 任意とは、工事目的物を施工するにあたり、請負者の責任に
おいて自由に施工を行うことができるものです。

（例）

発注者の積算では0.8m3級のバックホウを計上していたが、
受注者は、0.5m3級のバックホウで施工計画書を提出した。

公共工事標準請負契約約款（抄）

4

(参考) 任意施工について その１ （無断転載禁止）



品質の確保
安全法令等遵守

以外は自由にできる。

発注者も意識を変えることが必要！

公共工事は、基本的には、

(参考) 任意施工について その２

施工方法、施工機械、施工管理などは、
各社で、工夫や改善ができる。

工夫や改善を促進するためには
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